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株式会社四国総合研究所（代表取締役社長 松本真治）は、香川大学との共同研究のもと、

２０２０年に実用化した国産生ライチの栽培技術について更に研究を進めた結果、このほ

ど香川県で初めて６月中旬からの収穫を実現し、出荷期間を長期化する技術の開発に成功

しましたのでお知らせします。 
 
亜熱帯地域が原産のライチは、日本の気候では栽培管理が難しく、これまで九州・沖縄

地方や高知県など気候が比較的温暖な地域では６月中下旬頃から、また、同地域よりも気

温が低い香川県では、７月中旬頃から約１カ月程度収穫できるのが標準とされてきました。 
 
こうしたなか、当社は独自の栽培環境モニタリング技術など、各種のスマート農業技術

を駆使し、様々な環境条件下での栽培試験を通じて生育促進条件を見出すとともに、その

条件を基にハウス内の環境制御を適切に行うことで、今回の促成栽培を実現しました。 
 
我が国において、国産の生ライチを安定した量で確保し、高付加価値の農産物として市

場に流通させるためには、収穫期間を長期化し出荷時期を調整することが重要です。今回

開発した促成栽培による収穫時期の長期化技術は、そうした期待に応えられるものであり、

今後の国産生ライチの生産に大きく寄与すると考えられます。 
 
当社といたしましては、今年実際に収穫された生ライチの市場価値向上に向けた評価を

行う一方、収穫時期の更なる長期化を可能とする栽培条件の検証を進めることにより、国

産生ライチの更なる価値の向上に努め、四国地域、ひいては国内の農業振興・活性化に貢

献して参りたいと考えております。 

 

（参考）ライチの栽培工程と収穫時期の概要 
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国産生ライチの促成栽培による収穫期間の長期化と市場価値評価について 
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